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去
る
七
月
二
十
八
日
に
飯
田

市
の
白
鳩
誌
友
会
に
出
講
し
た

際
、
白
鳩
会
会
員
で
会
場
主
の

木
下
倭
子
さ
ん
が
、
今
、
運
動

し

ず

こ

の
中
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
俳
句

を
作
り
、
長
年
同
人
誌
『
み
す

ゞ
』
に
投
句
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
俳
句
と
言
え

ば
、
白
鳩
会
の
斉
藤
洋
子
副
会

長
も
地
元
伊
那
市
の
句
会
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
早
速
、
お
二

人
に
投
句
を
お
願
い
し
て
、
本

紙
今
月
号
か
ら
「
俳
壇
」
を
設

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
十
四
日
に
は
、

諏
訪
郡
原
村
の
白
鳩
会
員
、
牛

山
よ
し
み
さ
ん
宅
を
訪
ね
て
、

同
氏
が
手
が
け
る
裂
き
織
り
を

体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

裂
き
織
り
と
は
、
古
い
着
物
な

ど
の
生
地
を
細
か
く
裂
い
て

緯
糸
と
し
て
織
り
込
ん
だ
織
物

よ
こ
い
と

の
こ
と
で
す
。
同
氏
は
「
織
り

工
房Y

O
S
H
I
M
I

」
を
主
宰
し
て
、

裂
き
織
り
技
術
の
伝
承
に
努
め

る
ほ
か
、
同
村
郷
土
館
に
は
自

作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
る
な
ど
、

裂
き
織
り
を
通
し
た
村
お
こ
し

に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
小
さ
な
織
機
に

座
り
、
縦
糸
が
二
層
に
セ
ッ
ト

さ
れ
た
隙
間
に
杼
に
巻
い
た
裂

ひ

き
糸
を
左
（
右
で
も
可
）
か
ら

通
し
て
筬
と
い
う
櫛
の
よ
う
な

お
さ

く
し

器
具
で
緯
糸
を
し
っ
か
り
押
さ

え
、
左
右
交
互
に
杼
を
通
す
こ

と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
次
第

に
操
作
に
も
馴
れ
、
二
十
分
ほ

ど
で
、
十
五
セ
ン
チ
四
方
の
コ
ー

ス
タ
ー
が
織
れ
ま
し
た
。
（
写

真
）と

こ
ろ
で
、
牛
山
さ
ん
宅
に

は
、
壁
に
裂
き
織
り
の
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
中
に
、
短
歌
の
短
冊
を
掲
げ

た
壁
掛
け
も
あ
り
ま
し
た
。
尋

ね
る
と
、
牛
山
さ
ん
は
、
短
歌

雑
誌
『
ヒ
ム
ロ
』
の
同
人
で
毎

月
二
首
を
投
稿
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

俳
句
の
次
は
短
歌
を
嗜
む
信

徒
と
の
出
会
い
。
こ
う
な
れ
ば

と
、
本
紙
次
号
に
は
歌
壇
も
併

設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
俳

句
や
短
歌
が
趣
味
の
皆
さ
ま
、

作
品
を
編
集
部
ま
で
ど
し
ど
し

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

古
糸
や
カ
シ
ャ
ン
と
織
り
て

布
涼
し
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多
芸
多
才
の
信
徒
と
の

出
会
い
は
楽
し
い

教
化
部
長

山
岡

睦
治

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！
【
告
知
板
】

九
月
の
〝
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
〟

（
長
野
県
教
化
部
）
の
開
店
日

◆
十
日
（
水
）

午
後
一
時
～
三
時

（
マ
ス
タ
ー
：
山
岡
睦
治
）

紙
媒
体
の
『
し
ら
か
ば
』
九
月
号
に
は
、
本
枠
内

に
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
新
刊
書
『
二
百
字
日
記

３
』
よ
り
９
月
９
日
の
日
記
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
際
本
部
か
ら
の
著
作
権
に
関
す
る

指
導
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
媒
体
で
の
先
生
の
ご
文
章
の

掲
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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生
長
の
家
で
あ
り
が
た
い

白
鳩
会
北
部
第
一
支
部

折
橋

操
子

タ
チ
ア
オ
イ
の
こ
と

松
本
相
愛
会

手
塚

千
治

厨
事
上
手
く
な
り
お
り

帰
省
の
子

庭
の
朝
藪
に
見
つ
け
し

花
茗
荷

倭

木
戸
先
に
水
引
草
の

紅
の
朝

汲
み
お
き
の
水
の
色

す
み
秋
に
じ
む

洋
子

炎
昼
下
ゴ
ミ
取
る
子
ら

で
諏
訪
光
る

外
堀
の
ゴ
ミ
を
拾
う
や

夏
の
陣

連
山

※
本
号
か
ら
俳
句
を
投
句
で

き
る
「
俳
壇
」
を
設
け
ま
し
た
。

次
か
ら
は
「
歌
壇
」
も
開
設

し
ま
す
。
皆
様
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

投
稿
は
編
集
部
宛)
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蟻
の
兵
隊

地
方
講
師

太
田
喜
榮
子

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る
聖
使
命
会
員
に
！

★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た

に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の

家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

什
一
会
員
（
敬
称
略
）

北
部
第
二

１
名

佐
久

１
名

９月２８日（日） 13時～15時

ご指導 山岡睦治教化部長

※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

見真会の主な内容（予定）
ほか

９月１５日（月）10:00～14:30
会 場 生長の家長野県教化部
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スマートフォンから入れます。

神想観 聖経読誦

６日(土) 塚原 好男 栗林 邦子

７日(日) 小松 智子 太田喜榮子

１３日(土) 教化部長 小泉 房子

１４日(日) 鈴木 厚子 長谷尾美眞貴

２０日(土) 手塚香おる 小口 壽子

２１日(日) 大和 光男 北原 理恵

２７日(土) 教化部長 斉藤 一生

２８日(日) 小松 一教 斉藤 洋子

※開催時間は６時からです

ラインで配信しています。参加希望の方は

教化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『飛鳥讃歌』

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９８７ ６ ５４ ３２１日

火 月 日 土 金 木 水 火 月日 土 金木水 火 月日土金木水 火月日土 金木 水火月曜

10
時(

白)

地
区
連
長
担
当
部
長
会
議

13
時(

講)

研
修
会

13
時
半

責
任
役
員
会
・
評
議
員
会

19
時(

相)

拡
大
役
員
会

休
館
日

【
秋
分
の
日
】

休
館
日

オ
ー
プ
ン
食
堂

（
教
化
部
献
労
）

休
館
日

10
時

信
濃
一
日
見
真
会

秋
季
慰
霊
祭
【
敬
老
の
日
】

11
時

上
田
地
区
オ
ー
プ
ン
食
堂

８
時(

相)

清
掃
活
動

13
時(

白)

正
副
会
議

19
時(

相)

顧
問
会
議

休
館
日

14
時(

講)

拡
大
役
員
会
議

10
時

職
員
会
議

14
時

青
少
年
育
成
会
議

10
時

六
者
会
議

10
時

生
命
学
園(

パ
パ
マ
マ
対
象
の
壮
年
誌
友
会) 休

館
日

16
時(

栄)

役
員
会

13
時
半
聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

９

月

行

事

予

定

９月２１日（日）
会 場：長野県教化部

参加を希望される方は

～地域の人々に寄り添い助け合う～

奉 納 御 礼

◇ご奉納ありがとうございました。

※35食限定


